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開 講 日 テ　　　ー　　　マ 講　　　師　　　名
５月15日 生物親和都市のすすめ 農学研究科教授 森本　幸裕
５月22日 汀線の自然史―渚の生態系と生物多様性 人間・環境学研究科教授 加藤　　真
５月29日 食品安全確保の社会システムを考える 農学研究科教授 新山　陽子
６月５日 再生医療とは 再生医科学研究所教授 井上　一知
６月12日 生活習慣病のおもしろ健康科学 人間・環境学研究科教授 森谷　敏夫
公開講座
開 講 日 テ　　　ー　　　マ 講　　　師　　　名
５月13日 農業と環境 アジア・アフリカ地域研究研究科教授 石田　紀郎
５月20日 エルサレムは誰のものか？ 総合人間学部助教授 岡　　真理
５月27日 社会保障制度と共生 経済研究所教授 橘木　俊詔
６月３日 テロ事件後の世界―文明共生の可能性 法学研究科教授 中西　　寛


































































































































４　入 場 無 料：（申込不要）
５　問い合わせ先：宇治地区事務部エネルギー理工学研究所担当事務室
TEL 0774-38-3400
e-mail shomu@iae.kyoto-u.ac.jp
詳細はホームページをご覧下さい。
http://www.iae.kyoto-u.ac.jp/
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話題
遊牧民族の伝統に押し寄せるグローバル化の波
―モンゴル国国家大会議議長の来学記念講演
去る２月19日，井上 裕参議院議長の賓客として
日本を公式訪問中であったモンゴル国国家大会議議
長サンジベグジーン・トゥムルオチル議長が京都大
学を訪問され，長尾 ‚総長との懇談，及び来学記
念講演が行われた。
トゥムルオチル議長は，モンゴル国立大学副学長，
科学・教育大臣などを歴任されたことから，長尾総
長との懇談では，研究者・学生交流が２国間の友好
関係にもたらす意義について，活発に意見交換が行
われた。また，トゥムルオチル議長より京都大学へ
貴重なモンゴル研究書30冊が寄贈された。
引き続き行われた来学記念講演「グローバリゼー
ションとモンゴル文化」においてトゥムルオチル議
長は，グローバル化の波が押し寄せるモンゴルの現
状について説かれ，長尾総長はじめ150人を超える
参加者は熱心に聞き入っていた。
なお，講演要旨はホームページ（http://www.
kyoto-u.ac.jp/kokuryu/Mongolia.htm）に掲載され
ている。
記念品贈呈の際，堅く握手を交わすトゥムルオチル議長
と長尾総長
講演するトゥムルオチル議長
部会では京大広報のアップ・トゥ・デイト化に努めています。《随想》《洛書》欄の刷新に加えて，も
うすぐ京大ＯＢに門戸を開いた社会の窓，《寸言》欄を立ち上げ，また総長経験者や時の人に《特別寄
稿》を依頼中です。ただし，器とともに絶えず中身も新しくしなくては意味がありません。そこでこの
場を借りて，広報の読者諸氏に，ジャンルにこだわらない自由で率直な投稿を募集します。と言っても，
次の２つのタブーだけは頭に入れておいて下さい。先ずA学術的に香り高いエッセイなど一切不要です
（他人行儀はするだけ無駄。むしろ京大構成員に心から伝えたいことを，ひたすら心に念じながら，お書
き頂くのが最善です）。B広報の公報的性格上，人間的に偏向した記事や自己宣伝はバツです（この種の
ものは読めばすぐ分かりますし，分かったら即ボツです）。以上のごく僅かな条件さえ守って頂ければ，
後は一切自由ですので，どうか奮ってご投稿下さい。お問合せは，大学情報課大学情報掛，内線2071ま
で。 （齊藤記）
編 後 記集
